
ひとびとの豊かさあふれる優しさの街 おんじゅく

２０２０年３月

第６４号

御 宿町 社協

福祉
おんじゅく

すごろくで福あつめ
１月のほっとサロンはお正月らしく「すごろ

くゲーム」 みんなで楽しめるように大きなす

ごろく。

サイコロの目の気まぐれで、進んだり、戻っ

たり。ちりばめられた嬉しい出来事に止まると

福カードがもらえ、ゆっくりするのも悪くない。

仲間を募集中
６０歳以上の方を対象とした、ほっとサロ

ンは月に１回、町地域福祉センターで開催

しています。

お近くの集合場所まで送迎をしています。

ご希望の方は町社会福祉協議会まで申し

込んでください。



地
域
福
祉
活
動
の
基
盤

社
協
会
費
・
共
同
募
金

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
は
、

町
民
の
皆
様
、
町
の
法
人
・
団
体
の

皆
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら

運
営
さ
れ
て
い
る
、
会
員
組
織
に
よ

る
民
間
の
団
体
で
す
。

補
助
金
や
委
託
金
な
ど
で
福
祉
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
で

生
活
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
生
活
し

や
す
く
す
る
た
め
の
活
動
を
地
域
に

あ
っ
た
形
で
な
る
べ
く
早
く
実
施
す

る
た
め
の
財
源
に
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く
「
社
協
会
費
」

と
「
共
同
募
金
配
分
金
」
が
重
要
で

す
。

社
協
会
費
の
使
わ
れ
方

三
つ
の
地
区
社
協
へ
配
分

ご
協
力
い
た
だ
い
た
社
協
会
費
の

約
四
〇
％
は
、
御
宿
、
岩
和
田
、
布

施
の
三
つ
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

へ
配
分
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
地
域
内
の
状
況
に
合
わ
せ

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
、
囃

子
保
存
会
な
ど
の
世
代
間
交
流
活
動

な
ど
の
費
用
に
あ
て
ら
れ
る
他
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
た
め
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

町
社
協
の
事
業
費
用
と
し
て

町
社
協
の
事
業
で
あ
る
、
「
心
配

ご
と
相
談
所
」
や
「
紙
お
む
つ
配
布

事
業
」
な
ど
の
費
用
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
他
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

の
た
め
に
、
御
宿
町
な
ら
で
は
の
生

活
ス
タ
イ
ル
を
考
え
な
が
ら
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
日
頃
の
生
活
で
不
便
な
こ
と

の
把
握
や
対
応
、
災
害
に
対
し
て
の

備
え
や
、
災
害
時
の
福
祉
活
動
を
検

討
し
、
地
域
の
体
制
作
り
の
費
用
と

し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

共
同
募
金
配
分
金
の
使
わ
れ
方

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
毎
年
十
月

一
日
か
ら
翌
年
三
月
末
ま
で
実
施
さ

れ
、
翌
年
に
募
金
さ
れ
た
地
域
に
約

六
〇
％
配
分
さ
れ
ま
す
。

御
宿
町
で
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

子
供
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
福
祉

や
地
域
で
の
話
し
合
い
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
充
実
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。歳

末
た
す
け
あ
い
共
同
募
金
配
分
金

歳
末
た
す
け
あ
い
共
同
募
金
は
ご
協

力
い
た
だ
い
た
年
の
年
末
に
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
年
末
大
掃
除
や

友
愛
訪
問
、
各
団
体
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

令和元年度の歳末たすけあい運動
○ひとり暮らし高齢者への友愛訪問 ２９４件

○寝たきりの方への友愛訪問 ５件

○児童館でのクリスマス会 １件

○低所得世帯への歳末配分 ９件

○ほっとサロンクリスマス会 １件（26名参加）

○障害者福祉会クリスマス会 １件（14名参加）

○歳末特別配食（さわやか配食にて） ４１件

○ひとり暮らし又は高齢者のみの

世帯への年末大掃除のお手伝い １６件

○在宅介護支援 ９件

令和元年度

歳末たすけあい共同募金

本年度の歳末たすけあい募金は、１２月に実施

され６５９，４２０円の実績を持って終了しまし

た。

ご協力ありがとうございました。

ご協力いただきました募金は、

御宿町で歳末に実施された地域福

祉事業等に使用させていただきま

した。
千葉県共同募金会
マスコットキャラクター

びわぴよ

令
和
元
年
度

赤
い
羽
根
共
同
募
金

本
年
度
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

は
、
十
月
か
ら
令
和
二
年
三
月
ま
で

実
施
中
で
す
。

現
在
ま
で
に
九
十
二
万
千
九
百
八

十
七
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

引
き
続
き
募
集
中
で
す

本
年
度
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金

の
募
集
期
間
が
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
な
り
、
現
在
も
赤
い
羽
根
共
同
募

金
は
募
集
中
で
す
。

戸
別
募
金
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

協
力
店
な
ど
の
募
金
箱
、
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
の
受
付
な
ど
は
引
き
続

き
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



経
験
を
生
か
し
た
生
き
が
い

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
と
は
高
齢

者
の
み
な
さ
ん
が
、
地
域
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
身

に
つ
け
た
技
術
や
経
験
を
使
っ
て
地

域
に
貢
献
で
き
る
御
宿
町
独
自
の
事

業
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
の
活
動

現
在
の
シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
登

録
者
は
、
三
十
人(

男
性
二
十
五
人
、

女
性
五
人
）
で
す
。

本
年
度
（
一
月
末
ま
で
）
の
作
業

件
数
は
、
四
百
六
十
四
件
で
、
定
期

的
な
依
頼
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

内
容
は
草
刈
り
、
草
取
り
、
植
木

の
手
入
れ
、
農
作
業
、
室
内
外
清
掃

な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。

会
員
募
集
中
で
す

作
業
依
頼
が
増
え
て
く
る
に
つ

れ
、
作
業
を
開
始
す
る
ま
で
待
っ
て

い
た
だ
く
場
合
や
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
も
出
て
き
ま
し
た
。

ご
依
頼
に
添
え
る
よ
う
、
作
業
を

し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
中
で

す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

専
門
の
業
者
に
依
頼
す
る
ほ
ど
で

も
な
い
け
ど
自
分
で
は
で
き
な
い
作

業
、
忙
し
く
て
な
か
な
か
手
を
付
け

ら
れ
な
い
作
業
な
ど
シ
ル
バ
ー
人
材

バ
ン
ク
に
依
頼
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
今
ま
で
培

っ
て
き
た
技
術
や
経
験
を
生
か
し
丁

寧
に
作
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
作
業
は
可
能
な
の
か
等
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、

（
5
六
八
－
六
七
二
五
ま
で
）

地
域
安
心
で
し
て
暮
ら
す
た
め
に

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
は
、

日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
、
十
分
な

判
断
が
で
き
な
い
方
や
、
身
体
の
自

由
が
き
か
な
い
方
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
計
画
に

基
づ
い
て
生
活
支
援
員
が
定
期
的
に

訪
問
し
必
要
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
援
助
や
預
貯
金
の
出
し
入

れ
、
支
払
代
行
を
す
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
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＜
例
え
ば
＞

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
、

や
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
一
緒

に
考
え
な
が
ら
手
続
き
を
し
ま
す
。

財
産
管
理
サ
ー
ビ
ス
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＜
例
え
ば
＞

●
医
療
費
、
税
金
、
公
共
料
金
等
を

支
払
う
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
あ
な
た
の
通
帳
か
ら
生
活
に
必
要

な
お
金
を
払
い
出
し
て
お
渡
し
し
ま

す
。ま

た
、
預
け
入
れ
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

財
産
保
全
サ
ー
ビ
ス
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જ
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＜
お
預
か
り
で
き
る
も
の
＞

●
年
金
証
書
、
預
貯
金
通
帳
、
不
動

産
権
利
証
書
、
契
約
書
類

●
実
印
、
銀
行
印

●
そ
の
他
社
会
福
祉
協
議
会
が
適
当

と
認
め
た
書
類

※
財
産
保
全
サ
ー
ビ
ス
の
み
の
ご
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
宝
石
、
骨
董
品
、
貴
金
属

類
、
株
券
、
有
価
証
券
な
ど
は
お
預

か
り
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

町
社
協
（
5
六
八
－
六
七
二
五
ま
で
）

社
協
会
費
募
集
中
で
す

平
成
三
十
年
度
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
町
社
協
会
費
は
、
百
六
万
一
千

四
百
円
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。現

在
、
令
和
元
年
度
の
会
費
を
募

集
中
で
す
。

঺
ੈ
ভ
ા
भ
ர
థ

一
般
会
費

(

六
百
円
）

賛
助
会
費

(

三
千
円
）

法
人
会
費

(

五
千
円
）



令
和
元
年
房
総
半
島
台
風

な
ど
の
被
災
か
ら

令
和
元
年
九
月
に
発
生
し
た
令
和

元
年
房
総
半
島
台
風
（
台
風
十
五
号
）

は
、
御
宿
町
に
も
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
千
葉
県
各
地
で
家
屋
へ
の

被
害
、
長
時
間
の
停
電
な
ど
甚
大
な

被
害
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風

（
台
風
十
九
号
）
や
十
月
二
十
五
日

の
大
雨
に
よ
る
災
害
な
ど
千
葉
県
の

各
地
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

御
宿
町
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
は
開
設
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
を
、

南
房
総
市
、
鋸
南
町
、
富
津
市
、
長

柄
町
の
各
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
活
動

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と

は
、
災
害
時
に
設
置
さ
れ
る
被
災
地

で
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
拠
点
で
、
一
般

的
に
、
被
災
し
た
地
域
の
社
会
福
祉

協
議
会
、
日
頃
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
、
行

政
が
協
働
し
て
担
う
こ
と
が
多
く
、

被
災
地
外
か
ら
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
運
営
経
験
者
が
関
わ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

大
規
模
な
災
害
の
場
合
は
被
災
地

域
外
か
ら
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
活
動
す
る
た
め
に
地
元
を

よ
く
理
解
し
た
方
々
の
参
加
が
不
可

欠
で
す
。

問
わ
れ
る
社
会
福
祉
協
議
会
と

地
域
福
祉
活
動

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
被
災
し
た
住
民
の
皆
さ
ん
の
困

り
ご
と
を
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、

関
係
機
関
へ
繋
げ
る
な
ど
の
対
応
を

し
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
住
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
き
、
課
題
解
決
の
た
め

に
活
動
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
活

動
や
日
頃
の
繋
が
り
が
そ
の
ま
ま
生

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
被
災
時
は
、
一
度
に
多
く
の

方
に
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い

課
題
が
発
生
し
ま
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
人
や
物
の
支
援

が
集
ま
る
の
で
、
そ
れ
が
滞
る
こ
と

な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
役
に
立

つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
課
題
を
抱
え
た
方
の
中
に

は
、
支
援
の
情
報
が
届
か
な
い
方
や

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か

ら
な
い
方
も
い
る
の
で
、
日
頃
の
地

域
で
の
繋
が
り
や
見
守
り
が
そ
の
ま

ま
生
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
範
囲
で
の
備
え

御
宿
町
社
協
で
は
、
小
地
域
活
動

と
し
て
、
御
宿
地
区
、
岩
和
田
地
区
、

布
施
地
区
に
地
区
社
協
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
被
災
時
に
は
よ
り
身
近

な
日
頃
顔
を
合
わ
せ
る
範
囲
で
の
助

け
合
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
頃
顔
を
合
わ
せ
る
範
囲
で
の
助

け
合
い
は
、
御
宿
町
で
言
え
ば
各
区

の
事
業
や
自
主
防
災
会
で
す
が
、
被

災
し
た
と
き
に
備
え
訓
練
を
行
う
こ

と
に
加
え
て
、
日
ご
ろ
か
ら
顔
を
合

わ
せ
る
、
相
談
し
合
え
る
環
境
が
あ

れ
ば
、
被
災
時
に
困
り
ご
と
を
よ
り

早
く
的
確
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
繋
げ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
繋
が

っ
て
い
る
こ
と
が
、
被
災
時
に
役
立

つ
と
も
言
え
る
の
で
す
。

災
害
発
生
時
の
地
域
福
祉
と

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
三
月
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た

「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」
「
ほ
っ
と
サ

ロ
ン
」
「
男
の
料
理
教
室
」
を
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
さ
わ
や
か
配
食
」
に
つ
い
て
は
、

感
染
防
止
の
対
策
を
行
い
実
施
し
て

い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
バ
ン
ク
に
つ
い
て

は
、
会
員
へ
感
染
拡
大
防
止
を
徹
底

し,

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
よ
り
管
理
運
営
を
受
託

し
て
い
る
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

も,

閉
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
実
施
す
る
「
心
配
ご
と
相
談
所
」

も
閉
館
中
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後
の
対
応
は
状
況
を
判
断
し
な

が
ら
各
機
関
と
協
議
し
決
定
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
施
状
況
は
随
時
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



地
域
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て

御
宿
町
で
活
動
す
る
御
宿
町
赤
十

字
奉
仕
団
は
地
域
赤
十
字
奉
仕
団
で

す
。こ

の
地
域
赤
十
字
奉
仕
団
は
「
赤

十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

て
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
」
と
い

う
思
い
を
持
っ
た
人
び
と
に
よ
っ
て

市
区
町
村
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、
主
に
高
齢

者
支
援
活
動
や
児
童
の
健
全
育
成
活

動
、
災
害
救
護
・
防
災
活
動
、
赤
十

字
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

御
宿
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動

御
宿
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
委
員

長
以
下
約
四
十
名
の
奉
仕
団
員
が
御

宿
町
を
主
な
範
囲
と
し
て
災
害
救
護

・
防
災
活
動
、
赤
十
字
の
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

町
の
防
災
訓
練
で
は
、
ア
ル
フ
ァ

化
米
の
試
食
の
お
手
伝
い
、
一
日
赤

十
字
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
が
赤
十
時

活
動
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
体
験
の

場
と
し
て
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
袋
を
使

用
し
た
炊
飯
の
体
験
や
講
習
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
に
備
え
、
そ
の
時
期

に
あ
る
食
材
で
調
理
を
す
る
炊
き
出

し
研
修
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

令和元年度赤十字社資募集

皆様にご協力いただきました、御宿町での令和元年

の赤十字社資募集は一般社資８８８，８０５円

法人募金３０００００円の実績を持って終了しま

した。

ご協力ありがとうございまし

た。

ご協力いただきました募金

は、赤十字活動に使用させてい

ただきます。

御
宿
町
赤
十
字
奉
仕
団

御
宿
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動

赤十字奉仕団員募集

町赤十字奉仕団では、一緒に活動していた

だける奉仕団員を募集しています。

主な活動内容

○炊き出し等の訓練

○1日赤十字の開催

○赤十字法人募金への協力

お申し込み、お問い合わせは事務局まで

御宿町赤十字奉仕団事務局

5 ６８－６７２５(社協内)



施設整備等による収支

収 入 1,554,163円
支 出 2,215,463円

施設整備等収支差額 △661,300円

その他の活動による収支

収 入 500,000円

支 出 1,986,330円

積立資産支出 359,250円

その他の支出 1,627,0800円

その他の活動収支差額 △1,486,330円

当期資金収支差額 996,110円

平成３０年度の社協活動状況

御宿町社会福祉協議会は、地域に根付いた福祉活動のため、御宿町の特色を生かし

た事業実施など柔軟に対応し、社協らしくより効果的な運営を目指しています。

事業活動による収支

収 入 45,803,670円

会費収入 1,061,400円

寄付金収入 166,088円

経常経費補助金収入 32,782,972円

受託金収入 2,517,310円

貸付事業収入 90,000円

事業収入 39,000円

介護保険事業収入 9,124,256円

受取利息配当収入 189円

その他の収入 22,455円

支 出 42,659,930円

人件費支出 32,650,014円

事業費支出 5,568,938円

事務費支出 3,458,498円

貸付事業支出 60,000円

助成金支出 814,080円

負担金支出 108,400円

事業活動収支差額 3,143,740円

資金収支決算（法人全体）

事業の利用状況

ふれあい会食会 延べ ８２人

さわやか配食 延べ３７６人

男の料理教室 延べ ９６人

ほっとサロン 延べ２７７人

ボランティア活動状況
さわやか配食 延べ１１７人

ほっとサロン 延べ１６３人

その他 延べ２，０９７人

貸付事業の実施状況

福祉資金

（国保高額療養費の９割貸付）

・貸付 ０件 0円

・償還 ０件 0円

善意銀行

（最高60,000円までの小口貸付）

・貸付 ２件 60,000円

・償還 ３件 90,000円

事業の実施状況

心配ごと相談所 月２回

ふれあい会食会 年３回

さわやか配食 年１０回

男の料理教室 年９回

ほっとサロン 月１回

地域福祉センター 延べ3,035人

介護予防訪問 延べ539人

シルバー人材バンク ５４４件

介護保険事業

居宅介護支援 延べ883人



寄
贈

善
意
を
あ
り
が
と
う

立
正
佼
正
会
茂
原
教
会
様

金
三
万
千
円

須
賀
同
士
会
様

金
五
千
二
百
四
十
九
円

風
の
た
よ
り

令
和
二
年
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

令
和
に
な
っ
て
、
千
葉
県

は
二
つ
の
台
風
と
豪
雨
で
被

災
し
、
年
が
変
わ
る
と
全
国

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
様
々
な
活
動
が
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
各
地
域
が

回
復
し
て
ゆ
く
時
期
と
な
る

は
ず
で
す
。

発

行

社
会
福
祉
法
人

御
宿
町
社
会
福
祉
協
議
会

5
六
八

－

六
七
二
五

発
行
責
任
者

井
上
宙
丈

生活福祉資金貸付制度

町社会福祉協議会では、低所得者や高齢者、

障害者を対象とした資金の貸し付けととも

に、必要な援助指導を行うことにより安定し

た生活を送ることを目的とした、県社会福祉

協議会の貸付制度「生活福祉資金」の窓口業

務を行っています。

○貸付の種類

・総合支援資金 ・福祉資金

・不動産担保型生活資金

・教育資金 など

貸付に関するご相談は

地区民生委員又は

町社会福祉協議会

5６８－６７２５まで

障害者福祉会会員募集

町内の身体障害者手帳をお持ちの方、町身

体障害者福祉会に入会しませんか？

障害者福祉会は会員の福祉を目的に次のよ

うな活動をしています。

○会員の健康増進を目的とした軽スポーツ

○会員及び町内障害者のための視察研修会等

お問い合わせ及び入会申し込みは

町身体障害者福祉会事務局

5 ６８－６７２５ まで

老人クラブ会員募集
会員や町内の高齢者の福祉のために活動

している老人クラブですが、御宿町内に

は１０の単位老人クラブが様々な活動を

するとともに、町老人クラブ連合会主催

の事業に参加しています。

老人クラブの主な行事

○高齢者スポーツ大会

○老人クラブ県外研修

○高齢者囲碁将棋大会

○高齢者ふれあい学級

○環境美化活動 など

入会のお申し込みは

各区の単位老人クラブへ

お問い合わせは

町老人クラブ連合会事務局

5 ６８－６７２５ まで

心配ごと相談所

町社会福祉協議会では心配ご

と相談所を開設しています。

毎月2日、22日
（変更の場合有り）
９：００～１２：００

お問い合わせは
5 ６８－６７２５ まで



福祉ダイジェスト

一
日
赤
十
字
を
開
催

赤
十
字
奉
仕
団

赤
十
字
活
動
を
体
験
す
る

こ
と
で
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
町
赤
十
字
奉
仕
団
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
「
一
日
赤

十
字
」
で
す
が
、
今
年
は
十

月
三
十
日
に
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
袋

で
の
炊
飯
や
非
常
食
の
調
理
、

防
災
間
違
い
探
し
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

は
に
わ
博
物
館
を
見
学

ふ
れ
あ
い
会
食
会

七
十
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
、
ふ
れ
あ
い
会
食
会
。

本
年
度
第
二
回
目
の
開
催

と
な
る
十
月
十
七
日
に
は
、

芝
山
町
の
は
に
わ
博
物
館
へ
、

会
食
後
道
の
駅
を
見
学
し
ま

し
た
し
ま
し
た
。

第
三
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
習

男
の
料
理
教
室

年
九
回
実
施
の
男
の
料
理

教
室
は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
「
保
健
」
や
「
栄
養
」
と

と
も
に
「
調
理
実
習
」
を
し

て
い
ま
す
が
、
年
一
回
体
力

づ
く
り
を
実
習
で
学
び
ま
す
。

今
回
は
十
一
月
十
四
日
に

袖
ケ
浦
公
園
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

昼
食
は
受
講
生
が
自
分
で

握
っ
た
お
に
ぎ
り
を
味
わ
い

ま
し
た
。

ブ
ド
ウ
狩
り
を
実
施

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

毎
月
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
て
い
る
「
ほ
っ

と
サ
ロ
ン
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
企
画
し
た

ゲ
ー
ム
や
歌
な
ど
で
一
日
過

ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

九
月
三
日
は
長
柄
町
で
ブ

ド
ウ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

三
月
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。


